
へいめんこう

は接続数の多い回線に用いられる。回線電流は 15MA ， 音響総

railroad 

回路は 80MA を際準としている。(剣持敏治)

へいめんこ う さ 平面交差 (英) road level crossing with 

1 道路と鉄道との平国交差

道路と鉄道とが同一平面上で相互に交差する場合， 交差額i分

の施設または工作物を踏切施設といい，道路法は道路の交通量，

列車の巡転回数，鉄道および道路相互の見通し状態の適否な ど

十分考慮して， 一般通行者の安全と鉄道の運転確保に必裂な交

差方式とその榊造，工事の施工方法および費用の負担について，

あらかじめ道路管患者が国鉄と協議することを規定してい る。

これは道路の新設または改築を行う場合で， 国鉄が新線を建設

したりまたは線路増設， 線路改良をする場合は，国鉄から道路

管理者に同様の 平岡交差

協議をすること
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はもちろんその

他の場合も ， 交

差方式は立体交
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線路の交差の方法

①ひ し形交差問リ場Lー--­

--ーー~②分岐器を用いる場合
J _,--------

______..---
差とすることを ③両渡 り交差を m ' る場合 ---

原則とし， 平面 二7で三三一一

交差は道路交通 一一~

f立や列車回数の少ない場合， 地形上やむを得ない場合その他政

令で定める場合のみ例外的に認めるこ ととしている。双方協議

の結果平間交差が交差方式として認められた場合，踏切保安上

の設備として踏切答標の建値，電灯のl照明，軌条保護のための

ガー ドレ ーノレそう 入，敷板舗装，道路構造令にもとづく前後道

路の鉄道線路への取付土工，閃光式後報磁，踏切遮 (しぞ) 断装

置(上下式 ・ 弗 l期式 ・腕木式 ・ 引掛式 ・ 引戸式)，接近ベノレ，踏

切警手の詰一所，巡転連絡用電話などが， その踏切道の危険度を

考慮して設備される。踏切道の極別と錨所数はつぎのとおりで

ある。 国鉄踏切道(敷板舗装のあるもの)
(32 ・ 3 ・ 31 現在)国鉄は道路敷に

踏切施設をすると

きは道路占用の問

題がおきるが，手

続として日Ij段道路

管患者の~I 可を得

る必要はな L 、。 ljí

に協議すればよ い

こ とと なっている。

また道路敷占用料

金徴収の問題も存
上記の箇別 ・ 箇所数は第 3 領踏切滋へti-H

しない。これは踏 極から絡上げ，ま たは第 l 僅から格下げさ
切施設が交通の安 れる I)r例が多い傾向にある.

全をはかる公共的性格を備えた施設であるからで， 道路と鉄道

とが相互の効用を~Rねるいわゆる兼用工作物と解され，この維

持管理の方法も踏切設備の費用も鉄道と道路管理者が協議して

取決めることにな っている。しかし道路側が新設または改築す

踏極切道 おもな保安設備 | 箇所数 |月日

第 l 極 踏手切i底断装す置・常時踏切警 2,844 
を配i位る

第 2 極 一定時I UIを限って踏切替手
15 を配IIIする

第 3 極 踏切替式手瞥を iffilllïせず 2,041 
I刈光 報機を設位する

踏切望事手の配置も閃光式踏響
第 4 在E 報板機の段装位踏もしない. 切 36,697 

敷官ilì と切警際

計 41 ,597 

r 

るとき以外は国鉄が自衛上の立場から全額負担施設していると

いう既成の事咲から，維持管理も全間的に担当しているのであ

る。その理由と しては国鉄の巡営が国家補祉上の公共的使命に

基づ く とはいえ，国土を縦横に寸断して建設し国民生活上に，

土地の有効利用上に多大の制限犠牲を強いているから， その補

償的意味合いも多分にあると考えられているけれども ， 狭義の

兼用工作物 としては， 少なく とも踏切敷板の布Iì~安部分(ガー ド

レ ールを含む)電灯照明装置ぐらいは， 道路{IIU と今後維持管l'J!

費用分担の対象とすべきであると思われる。

平商交差箇所で発生する IJj:放が交通事故に占める割合 ・ 損害

の程度が甚大せい惨であって，道路交通取締法規の励行，乗務

員の注意努力な ど事故防止に懸命であっても，逐年依然として

増加の傾向にあることは， 狭小な島国に膨脹する人口・土地造

成等に伴なう 交通量， と くに自動車等車両交通の橋大と道路の

新設数が，事故防止対策として災施する踏切施設の改善整備の

速度を上回っている事実にもよるが， すみやかに原因を究明し

て事故の根絶を道路と鉄道の双方で真剣に考慮しな く てはなら

ない。政普一施策としては道路幅員と敷板幅員の合致，取付道路

勾配の緩和と幽線改良による安全視~eの鉱大等が考えられ，踏

切道各lfèlの特性もあって危険度に対してさらに踏切極別の絡上

げも行うが，徹底した根絶策は交差の立体化あるいは路線の付

替によ っ て，平面交差を除去する以外方法がなし~工事の設計・

施行区分 ・ 費用の負担について両者の協議が決定しない場合，

最後は建設大臣と主務大阪である運輸大臣の協議裁定に したが

う規定であるけれど も ， これを仰いだ事例はな L 、。 意見が不一

致の場合は発動者側が工事の必要性その他自衛上の立場から，

遷延を許さぬため受勤者側の意見をのむこともまたやむを得な

いとして，大部分自己資金でまかなうのが実情である。

国鉄も公共企業体となってからは，折半負担の原則J(旧内務 ・

鉄道両省協定， II゚  15) には応じ得ないとして道路側の発動する

踏切除剥lの協議に対しては， 踏切設備の経常Tl!( (警手人件費が大

半)が節約される場合のみ一方的に年間節約額を受益と見なし

てその 10 箇年分の範闘で政府を分担することとしたが， 国鉄の

発動する場合， 道路側は依然旧協定によらねば協議に応じない

ためとかく両者間の協議が円滑を欠き一般社会の批判をす召くお

それがあるので，運輸省で考慮中の L道路と鉄道との交差に関

する法律1 の立法箔置が行われるまでの暫定協定を建設省と日

本国有鉄道との間で締結 (IIß 31 ・ 12) したことは， 全国的に道路

整備の計画が突施の段階 と なった今日道路加1)から随所に平菌交

差の除去11あるいは改良の申入れがなされ多年の懸案が解決され

て，まことに好ましいことである。この協定では国鉄の負担は

お:原J!IJで，駅構内でこの原則によることが不適当と認められ
る場合のみままで負担することとし，その他工事の施行，財産
の管l1l!， 踏切道の整備等について明確な取決めを行っ て積極的

に交通の安全とその発達に寄与することとなった。

2 鉄道線路と鉄道または軌道の線路との平間交差

この場合は相互に高速運転， 霊危ならびに大量運転をしてい

るので道路と鉄道との場合にくらべて危険古川、っそう大きく ，

したが っ て国鉄の建設規程では停車場内で相当の保安設備があ

る場合以外は， 本線路の平国交差を禁止している。ただ貨物列

卒のみを運転する区間 と， 他の鉄道 ・ 軌道が人力または馬力を

動力とする幼合においては，相当の保安設備を条件として平面

交差を許している。停車場内では列車の待避，行進い， 連絡，

直通巡転などのため， ならびに入換作業などのため，線路の平

面交差を絶対にな く するわけにはゆかず，かつ立体交差 とする

ことが困難な場合も多く，一方駅長またはその代行者の監督の




